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【目的】

野球における投手というポジションには、速球派

投手、技巧派投手、など様々なタイプの投手がおり、

それぞれの投手が良さを最大限に活かすことのでき

る配球を組み立て投球している。

本研究では自身の試合における配球と他投手の配

球を比較し、自身の投手としての特徴を明らかにす

ることを目的とする。また、本研究で得られた結果

をもとに、今後どのような投手になっていくべきか

について考察する。

【方法】

自身が東京六大学野球リーグに所属し試合出場し

た、２００７年春季リーグ戦から２０１０年秋季リ

ーグ戦における配球のデータと他投手の試合におけ

る配球のデータを入力した。入力したデータからカ

ウント別および球種別の投球に対する打撃成績とし

て、打率（安打数/打席数）、三振率（三振数/打席数）

を算出した。

さらに自身の４年間の投手成績と他投手（過去の

投手の成績については六大学野球ＨＰに掲載されて

いるデータ）の投手成績もデータ入力した。入力し

たデータから各シーズンの試合、完投、無点勝利、

無四球勝利、敗北、引分、打者、投球回、安打、本

塁打、四死球、三振、失点、自責点の数であった。

それらのデータから被安打/試合（試合＝9 回）、被本

塁打/試合、四死球/試合、奪三振/試合、自責点/試合

を算出した。

【結果】

・ 六大学野球における４年間の投球成績

著者（投手 O）は完投がなく、完了しかなく勝敗

もあまりついていないことから主にリリーフとして

試合に投板した。投手 S は完投もしており勝敗もつ

いていることから、先発として試合に登板した。

・ 試合における配球および打撃成績の比較

六大学野球の右投手、投手Ｏともに左右打者に関

係なく外角を中心とした配球になっていることが明

らかとなった。また、内角の球を安打される割合は

少なかった。投手Ｓは左右打者に関係なく内角、外

角を上手く使っていた。

・ カウント別の配球および打撃成績

六大野球の右投手、投手Ｏ、投手Ｓともに、打者

有利といわれるカウントや、平行カウントから安打

されることが多く、投手有利なカウントにおいては、

あまり安打されないことがわかった。一方、投手Ｓ

は左打者においては 2-0、2-1、2-2 といったカウン

トから三振を奪う割合も高いが、安打される割合も

高くなっているが、右打者においては大きな差は見

られなかった。

奪三振に関しては、六大学野球の右投手、投手Ｏ、

投手Ｓともに 2-0、2-1 といった投手有利なカウント

において三振を多く奪っていた。

【考察】

・過去の投手と投手Ｏとの比較

投手Ｏの 4 年間の投球成績は、被安打率、被本塁

打率、四死球率、自責点のすべてにおいて、過去六

大学投手の平均値よりも明らかに少ないことがわか

った。なおかつ奪三振率は非常に高く、三振を多く

奪っている投手であることがわかった。現在の自分

の最大の長所といえるのはボールの速さである。ボ

ールが速い投手は、遅い投手と比較してボールをリ

リースしてから打撃までの時間が短い。奪三振が多

いことは自分の長所であるボールの速さが関連して

いるのかもしれない。

・投手Ｏと投手Ｓとの比較

投手Ｏと投手Ｓとのコース別の配球および打撃成

績を比較すると、投手Ｓは投手Ｏに比べて右打者に

対しても左打者に対しても、内角と外角を上手く使

っていることがわかった。内角球を使うことのメリ

ットは、打者が狙い球を絞りにくくなること、内角

と外角では打撃ポイントが異なるので、タイミング

がとりにくくなることがある。一方、デメリットと

しては、投手にとってある特定のコースを狙って投

げるよりも様々なコースに投げ分けるほうが難しい

ことや、内角に投球しようとしたボールは一歩間違

うと死球や長打の可能性もある。投手Ｓは長所のコ

ントロールを活かし、内角球を使って打者に的を絞

らせない投球をしているのかもしれない。


